
近隣史跡の紹介

馬籠宿（岐阜県中津川市）

　馬籠宿は、江戸時代の参勤交代で多くの人が行き交った中山道の四十三番目の宿場で、

木曽十一宿の最南端、眼下には美濃の国を眺望できる所にあります。

　石畳の敷かれた坂に沿う宿場で、明治、大正の大火で江戸時代の建物は焼失しました

が、住民が一丸となって町並みの再現・保存に力を入れています。 

　坂道の両側には当時の宿場町の風情を連想させる家屋が続き、木曽谷の暮らしを伝え

る「馬籠脇本陣史料館」ほか、お土産屋さんや昔ながらのカフェがあり、食べ歩きやお買い

物をしながら、ノスタルジックな町並みを楽しむことができます。

　宿場には水車小屋があり、内には既存の水車を利用した「小水力発電設備」が設置さ

れています。平成22年3月に総務省の「緑の分権改革」推進事業によるもので、発電量は

0.9W。発電された電気は、水車小屋のライトアップ、水車小屋の室内照明、常夜灯、ディスプレ

イの電力に使用されています。

　明治の文豪島崎藤村の生誕地でもあり、本陣島崎家の跡地に建つ藤村記念館には

『夜明け前』や『東方の門』などの作品原稿が展示されている他、終焉の地の神奈川県大磯町

の書斎も復元されており、館内を一巡すると藤村の生涯をたどることができます。

　昭和30年には「島崎藤村宅（馬籠宿本陣）跡」として県指定史跡にも指定されています。

　日枝神社は「山王さん」とも称され、国会議事堂の裏側、赤坂溜池を望む星が岡（永

田町2丁目）に御鎮座しています。

　文明10年（1478年）太田道灌が江戸城を築城するにあたり、城内に鎮護の神として

川越山王社を勧請、天正18年（1590年）徳川家康が江戸城を居城とするに至って「城内

鎮守の社」として、また、江戸庶民からは「江戸郷の総氏神」として崇敬されました。

　境内には狛犬はなく、「神猿」が置かれています。御祭神の大山咋神（おおやまくい

のかみ）が山の神であり、同じく山の守り神とも呼ばれる猿が使いとして重宝されて

いたようです。「さる」という音から「勝る（まさる）」「魔が去る（まがさる）」とも考え

られ、勝運の神や魔除けの神として、また音読みの「えん」という音から、「縁（えん）」

を運んできてくれると考え、商売繁盛や縁結びにご利益があるとも言われています。

　6月には「山王祭」の行事の1つである「神幸祭」が行われます。隔年で催行され、

今年は本祭の年にあたります。

　「神幸祭」は、鳳輦2基、宮神輿1基、山車5基が王朝装束に威儀を正した奉仕者に

より、氏子区域である新宿区（四谷）、千代田区（神田方面を除く）、中央区、港区（新橋）

の東京都心をおよそ20㎞の行程で巡ります。総勢500名、約300mの祭礼行列で、徳川

時代は、江戸城内に入御した御神輿を歴代の将軍が上覧拝礼する「天下祭」として

盛大をきわめ、現在は、皇居坂下門にて駐輦、神符の献上及び参賀を行っています。

参考文献 ： 
・中津川観光情報サイト（http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/kankou/）

・「日本歴史街道」美濃中山道連合・岐阜（http://www.nakasendo.gifu.jp/guide/detail.php?p=1）
・馬篭館（http://www.magomekan.co.jp/magomesyuku）
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-表紙写真のご紹介-

アクセス

■中央自動車道→中津川IC→国道19号（約20分）→馬籠宿
■JR中津川駅（中央本線）→バス（約25分）→馬籠宿

馬籠宿
場所：岐阜県中津川市馬籠

日枝神社 神幸祭

表紙写真：中津川観光情報サイト（http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/kankou/）
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